
　国土交通省が発表した2015年（１～12月）の全国の新設住宅着
工戸数は、消費増税の反動減がやわらぎ、前年比1.9％増の90万
9,299戸となった。　
　一方、滋賀県は同2.6％減の8,208戸で、２年連続での減少となっ
た。過去50年間では高度成長期の1965年～67年に次いで４番目に
少なく、平成に入ってからでは最低となった。
　08年のリーマンショック以降、消費増税前のかけこみ需要が発生
した13年を除き、好不況の心理的な節目とされる１万戸を割れる水
準が続いている。
　利用関係別（※）では、貸家（2,766戸、前年比9.3％増）、給与住宅
（82戸、同156.3％増）で増加したが、持家（4,164戸、同1.3％減）、
分譲住宅（1,196戸、同27.4％減）が減少した。相続税を算定する際
の、基礎控除が15年より減額されたことから、相続対策として貸家
を建築する動きがみられ、全国、滋賀県とも大きく増加した。ウエート
の高い持家は引き続き低調推移。滋賀県南部での大型案件が一巡し
たことにより、分譲住宅が大きく減少し全体を押し下げた。

住宅産業は裾野が広く、県内景気への影響は大きい。17年４月の消
費増税（８→10％）（予定）を控え、16年は再度、かけこみ需要が発生
するものと見込まれるが、人口減少局面に入ったといわれる滋賀県
においてどういった動きをみせるか、今後の動向が注目される。

しがぎん経済文化センター　𠮷川 友

　「価格にこだわらず、便利な手段を利用して欲しいものを買う

『利便性消費』が増えている」―株式会社野村総合研究所の「生活

者１万人アンケート調査」で、日本人の消費スタイルに関する興味

深い調査結果が示されています。

　同研究所の分析によりますと、４つの消費スタイルのうち「利便

性消費」の割合は、2012年の37％から15年には43％と大きく増加

しました。一方、価格を重視する「安さ納得消費」は27％から24％、

多くの情報を入手し安く買う「徹底探索消費」は14％から11％へと

それぞれ低下し、自分が気に入ったものは高くても買う「プレミアム

消費」は22％の横ばいとなっています。

　また、夫婦共働き世帯は、49.2％から54.7％、スマートフォンの個人

保有率は22.8％から51.8％、タブレット端末は4.8％から18.4％、イン

ターネットショッピングの年間利用回数は12.5回から14.8回とそれ

ぞれ増加しました。共働き世帯の増加に加え、スマートフォンなどの

急激な普及が「利便性消費」増加の背景にあると指摘しています。そ

の一方において、インターネットショッピングに際しては、実に63％

の人が「実物を店舗で確認してから購入する」としています。

　日本人の消費スタイルは、ＩＴ（情報技術）の進展や生活様式の変

化により、今後も「利便性消費」が増加していくものと思われます。

私たちも、お振込・お振替の時間延長や個人情報端末と銀行をより

機能的につなぐアプリの活用など、お客さまのさらなる利便性向上

に向けての検討を重ねているところです。しかし、そのような時代

だからこそ、「人間味あふれるサービス」のご提供など、顔の見える

「リアル」の世界が一層重要になる、と考える次第です。
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故・髙橋宗治郎「お別れの会」に千百人が参列
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2015年滋賀県の新設住宅着工戸数

年間着工戸数は前年比2.6％減の8,208戸
～１万戸割れ続く～

　2015年12月26日に死去した当行元会長・元頭取の髙橋宗治郎

の「お別れの会」を１月27日、琵琶湖ホテルで執り行いました。

　当日は、お取引先企業の皆さまをはじめ、滋賀県の行政や経

済界、福祉団体の関係者など、故人ゆかりの方々約千百人にご

参会を賜りました。

　ご参会の皆さまは、優しくほほ笑む故人の遺影を見ながら白

菊を手向け、静かに手を合わせておられました。

　会場には、故人の足跡をたどる写真がパネル展示され、多

くの参会者が足を止められ、在りし日の面影を偲ばれていま

した。

　「人々の健康と快適な暮らしを支える」を企業コンセプトに、貼付
型の製品開発を進めてきた東洋化学株式会社。長年、研究・開発に
注力し、シリコーン粘着剤を使用した救急ばんそうこうの特許取得
や、日本で初めてウレタン不織布テープをばんそうこうに採用する
等さまざまな付加価値製品を生み出してきた。
　そんな同社で今イチ押しなのが、ハイドロコロイドばんそうこう
「モイストキュア」だ。湿潤療法を実践できる新しいタイプのばんそう
こうで、ハイドロコロイド膏体が皮膚にぴったりと密着し、配合された
吸水成分が傷口から出た浸出液を吸収・保持し、傷を治す環境を整

える。よって、傷口が潤った状態のため、かさぶたができず、傷あとが
残らず、早く治るといわれている。さらに、パッドが無く粘着テープだ
けの構成であり、他社ハイドロコロイド製品より約半分の厚みのた
め、目立ちにくく、はがれにくい上に、指関節などに貼っても動かしや
すいと評判。昨年には「関西ものづくり新撰２０１５」※に選定された優
れものだ。
　これ以外にも、同社の高い技術力で開発されたのが、シリコーン
粘着剤を使用した手荒れ保護フィルム「フィットバンN」で、防水性が
非常に高いため、美容師等手荒れで悩む人に好評を得ている。

傷あとが残りにくい
ハイドロコロイドばんそうこう
「モイストキュア」

■本社／滋賀県蒲生郡日野町寺尻1008　■設立／1974（昭和49）年
■代表／岡 幸一　■従業員数／64名
■事業内容／医薬品・医薬部外品・医療機器の製造販売、化粧品・衛生用品の
　販売、その他関連商品の販売
■問い合わせ先／TEL：0748-52-5000
■URL／http://www.toyokagaku.com/

会社DATA 東洋化学株式会社
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※ 近畿経済産業局の主催事業で、販路開拓に意欲のある関西の中小企業が独自に開発した製品・技術の優れたものを選定している。

※用語の説明（利用関係）
・持　　家…建築主が自分で居住する目的で建築するもの。　・貸　　家…建築主が賃貸する目的で建築するもの。
・分譲住宅…建て売り又は分譲の目的で建築するもの。　　　・給与住宅…会社、官公署、学校等がその社員、職員、教員等を居住させる目的で建築するもの。

滋賀県の新設住宅着工戸数の推移（1990～2015）
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